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■室町時代から続く「田遊び・鬼会」
　五穀豊穣や無病息災を祈る国重要無形民
俗文化財「田遊び・鬼会」が 1 月 8 日、上
万願寺町の東光寺で行われました。鬼会では、
赤鬼がたいまつを柱に打ち当て、青鬼が矛
を突き出して暴れ回り災厄を払いました。

「UJI ターン就職相談窓口」を開設（p2）
■狂言にチャレンジ「こども狂言塾」塾生募集（p3）
■セブン - イレブンが高齢者見守り（p4）
■第13回加西ロマンの里ウォーキング（p5）

加西市ホームページ
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「UJI ターン就職相談窓口」を開設 問合先／産業振興課☎42-8740　℻43-1802
　　　　sangyo@city.kasai.lg.jp

　加西市への移住・定住につなげていこうと平成 27 年 12 月 21 日、加西市
ふるさとハローワーク内に「UJI ターン就職相談窓口」を開設しました。
　加西市を故郷にする方などで UJI ターン（※）を希望する方に、国の職業
相談員が職業相談・紹介を、市の就労支援員が住まいや子育てに関する市の定
住施策の紹介・相談を行います。市独自の就職情報発信の拡大と相談機能の強
化により、安心のサポート・雇用定住促進を図っていきます。

求人情報や手厚い子育て支援で移住・定住を

■市内の求人情報 400 件をまとめた情報誌を発行
　市内事業所の求人情報をまとめた情報誌を、平成 27 年 12 月から発行しました。
　求人情報は毎週更新し、市の定住支援施策も紹介。相談する時間のない方でも、最新情報
を知ることができます。情報誌は、市役所、地域交流センターの求人情報コーナーでも入手
できます。

UJIターン就職相談窓口で移住の不安を解消

加西市求人情報誌

■日経就職ナビ（加西市雇用開発福祉協議会）
　市内にはモノづくりに携わる企業が多数あ
り、高度な技術力でグローバルに活躍してい
ます。このような企業情報を、より多くの大
学生に発信するため、インターネットの就職
情報サイトに掲載しています。

■ UJI ターン促進補助金交付制度
　（人口増政策課）
　奨学金を受けて大学等に進学し、卒
業した後に U ターンして加西市に住
む方や、新たに移り住む方が返還して
いる奨学金の一部を補助します。 加西市企業特集

定住するための支援策

住まい
●若者定住促進住宅補助
　若者世帯が、市内に住宅を取得
した場合に最高 50 万円を補助し
ます。
●新婚世帯向け家賃補助
　新婚世帯が、新たに住む市内賃
貸住宅の家賃を 3 年間補助しま
す（上限 12,000 円 / 月）。
●空き家バンク
　市内定住を目的として空き家の
利用を希望する方に、空き家バン
クに登録され
た情報を提供
します。

出産・育児
●産後ママ専用のケアダイヤル
　加西病院の助産師が、母乳（授
乳・卒乳）や育児などの相談に応
じ ま す（ 平 日 9:30 ～ 16:00 ☎
42-0727）。
●多子世帯の保育料を軽減
　3 人以上の子どもを育てる世帯
に、第 2 子以降の保育所や幼稚園
等の保育料の一部を助成します。
●病児・病後児保育
　病気などで保育所に通えないお
子さんを、一時的にお預かりしま
す。小児科に併設していますので
子どもが病気のときも安心です

（ひまわり☎ 35-8415）。

子育て・教育
●中学 3 年生までの医療費無料
　中学 3 年生までの医療費が無
料（所得制限あり）。
●学童保育園の利用がより便利に
　放課後に家庭で保育を受けるこ
とができない小学生を、午後 6 時
30 分まで学童保育園で受け入れ、
子育てを全面サポート。
●快適な学習環境
　全ての学校にエアコンと洋式ト
イレを完備。学校施設の耐震化率
も 100％（平成 28 年 3 月）。
●全ての学校で給食を実施
　健やかな成長のため、安全安心
で加西産の食材も使っています。

UJI ターンするための支援策

※ UJI ターンとは、大都市圏の居住者が地方に移住する動きの総称で、「U ターンは出身地
に戻る」「J ターンは出身地の近くの地方都市に移住する」「I ターンは出身地以外の地方へ
移住する」ことです。

場所／アスティアかさい 4 階　ふるさとハローワーク内
時間／平日 9:00 ～ 17:00　※年末年始は休業
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小・中・高生が全国で活躍 問合先／文化・観光・スポーツ課☎42-8773
　　　　℻42-8745  bunka@city.kasai.lg.jp

全国大会出場選手 5 名に賞賜金を贈呈
　加西市は、今後の活躍を期待して文化・スポーツ振興賞賜金を贈呈しました。
三枝虎太郎さん（兵庫 FC、北条小 6 年、北条町古坂）／平成 27 年 12 月 26 日から 29 日に鹿児
島市で行われた「全日本少年サッカー大会」に主将として出場し、チームをベスト 4 まで導いた。「今
後、セレッソ大阪ジュニアユースで練習に励み、海外で活躍できる選手になりたい」と話しました。

福井若菜さん（泉中 3 年、大内町）／平成 27 年 12 月 25 日から 28 日に大阪市で行われた「全国
都道府県対抗中学バレーボール大会」に、兵庫県代表として出場。「高校でもバレーを続けるので、
さらにサーブやスパイクを磨いていきたい」と話しました。

西本菜緒さん（日ノ本学園高3年、中山町）／平成28年1月5日から10日に東京体育館で行われた「全
日本高等学校選手権大会（春高バレー）」に出場。「2 回戦で準優勝の高校に負けてしまったけれど、
楽しむことができた。あきらめずにやってきてよかった」と話しました。

松井海斗さん（日体荏原高3年、笹倉町）／平成27年8月8日から12日に奈良県天理市で行われた「全
国高等学校柔道大会男子団体戦」に先鋒で出場し準優勝に貢献。「今後はどんな相手でも投げられる
ように、筋力を強化し技のキレを磨いて東京五輪を目指す」と話しました。

高井真一さん（並木学院高 3 年、北条町横尾）／平成 27 年 3 月 22 日にさいたま市で行われた「全
日本サブジュニアパワーリフティング選手権男子 66㎏級」に出場し、3 回の試技で 430㎏を上げて
優勝。「優勝できてうれしかった。今後は世界大会に出場できるように頑張りたい」と話しました。

狂言にチャレンジ「こども狂言塾」塾生募集

　昨年 5 月に「播磨国風土記 1300 年祭」で、狂言師
の野村萬斎さん監修・演出の新作狂言『根日女』を演じ
た加西市こども狂言塾。加西市の新たな狂言文化を継承
していく第 3 期生を募集します。

　狂言は、2001 年にユネスコ「世界無形文化遺産」に
認定された室町時代から続く日本の伝統芸能で、国語の
教科書にも取り入れられています。

　新作狂言『根日女』は、1300 年前の『播磨国風土記』
に記された根日女物語を題材に誕生しました。
　お稽古を通じて、新作狂言『根日女』を学び・演じる
ことは、加西市をはじめとする播磨地域や狂言という伝
統文化に触れる貴重な経験となります。

■稽古日／平成 28 年 4 月から 29 年 3 月までの金曜日
19:00 ～ 21:00（月 2 回程度）
■対象／播磨地域在住の小学 3 ～ 5 年生（2 月 1 日現在）
■会場／サカイダンスアカデミーほか（加西市内）
■定員／ 30 人　※ 4 月上旬に簡単な面談を行います。
■受講料／市内の方は月 1,000 円、市外の方は月 2,000 円
■申込／申込書（市ホームページ）に記入のうえ、郵送
または FAX、メールで申し込みください。
■募集期間／ 3 月 18 日（金）まで
■申込先／〒 675-2395　加西市北条町横尾 1000
文化・観光・スポーツ課☎ 42-8756　℻ 42-8745
bunka@city.kasai.lg.jp

問合先／文化・観光・スポーツ課☎42-8756
　　　　℻42-8745  bunka@city.kasai.lg.jp

播磨国風土記 1300 年祭で、野村萬斎さんと新作狂言「根日女」
を演じた「こども狂言塾」の塾生ら

～野村萬斎さん監修・演出～  新作狂言『根日女（ねひめ）』を演じ、狂言を楽しく学びます

・毎年 5 月、舞台で野村萬斎さん監修・演出の新作狂
言『根日女』を演じます
・作法や立ち居振る舞いなど、礼儀作法も身につきます
・初心者でも、プロの狂言師が丁寧に指導します

ポイント

えばら
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「加西愛」と「イチオシランチ」を掲載 問合先／ふるさと創造課☎42-8706　℻42-8745  
　　　　furuso@city.kasai.lg.jp

加西おさんぽ帖第二弾が完成
　昨年 4 月から「地域おこし協力隊」として、地域活性化に取り
組んでいる立花莉絵子隊員が取材・執筆したパンフレット「加西お
さんぽ帖第二弾」が、完成しました。
　昨年 6 月に加西のお薦めデートコースを紹介した第一弾に続き、
第二弾では市内で仕事をされている男女 6 人の「加西市への熱い
想いや魅力」「仕事への想い」などがつづられています。また、そ
れぞれがお薦めするランチメニューの紹介もあります。

　パンフレットは、A5 判 8 ページで 1000 部発行。市役所や図書
館、北条鉄道の各駅などで入手できます（無料）。
　立花隊員は「それぞれのこだわりが詰まり、人の輪が広がる一冊
になっています。多くの方に手に取ってもらい、加西を楽しんでい
ただければ」と、加西の魅力発信に取り組んでいます。

加西で仕事や活動をする人にスポットを当てた「加西お
さんぽ帖第二弾」と立花隊員

　花いっぱいのまちづくりを目指した「花いっぱい運動」の一環とし
て行われる「平成 27 年度葉ボタン花壇コンクール」の受賞団体が決
定しました。老人クラブを対象にしたコンクールとして、市内 20 ク
ラブから応募がありました。毎年、播磨農業高校の生徒が育てた葉ボ
タンの花苗を、各地域の花壇で大切に育てられています。

最優秀賞／鶉野中町老人クラブ
優秀賞／西上野町老人クラブ、青野シニアクラブ
入賞／山下中町老人会、池上町老人クラブ、中富町老人クラブ延寿会
加西市老人クラブ連合会会長賞／大内シニアクラブ

鶉野中町老人クラブの花壇

葉ボタン花壇コンクール 問合先／花と緑の協会事務局（都市計画課内）☎42-8753
　　　　℻42-1998　toshi@city.kasai.lg.jp

　加西市と株式会社セブン - イレブン・ジャパンは平成 27 年
12 月 18 日、高齢者の異変などを早期に発見し、高齢者を見
守る環境づくりを実現するため協定を結びました。
　今回の協定の締結で、コープこうべ・兵庫みらい農業協同組
合・布亀株式会社・但陽信用金庫に次いで 5 件目となりました。

　締結式で西村和平市長は「住み慣れた地域で安心して生活で
きるように連携していきたい」とあいさつ、同社の兵庫・京滋
ゾーンマネジャーの辻康史さんは「24 時間 365 日営業して
いるコンビニの利点を生かして、異変のあったお客さまを迅速
に関係機関へおつなぎし、誰もが安心して生活ができる地域作
りに貢献したい」と話しました。

協定を結んだ西村市長（前列右）と市内 7 店舗のセブン - イ
レブンのオーナーの皆さんら

セブン -イレブンが高齢者見守り 問合先／長寿介護課☎42-8728　℻42-8955
　　　　kaigo@city.kasai.lg.jp

高齢になっても住み慣れた地域で安心した暮らしを
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ふるさと加西フォトコンテスト 問合先／観光まちづくり協会（文化・観光・スポーツ課内）
　　　　☎42-8715  ℻42-8745  kanko@city.kasai.lg.jp

　平成 27 年 10 月から 28 年 1 月までに撮影されたふるさと加
西の伝えたい景色、残したい風景を切り取った写真を展示します。
　皆さまの投票によって上位作品を決定します。また、投票者に
もプレゼントがあります。ぜひご覧ください。

■期間／ 2 月 11 日（木）～ 21 日（日）9:00 ～ 17:00
■場所／アスティアかさい 3 階交流プラザ

ランドマーク展望台からの 2016 年初日の出

あなたが伝えたい景色の写真を募集 問合先／観光まちづくり協会（文化・観光・スポーツ課内）
　　　　☎42-8715  ℻42-8745  kanko@city.kasai.lg.jp

ふるさと加西フォトコンテスト「あなたが伝えたい景色」シーズン 2
　ふるさと加西の伝えたい景色、残したい風景を撮影し
た写真をエピソードとともに募集します。
　応募写真は期間後に展示して、市民の皆さんによる投
票を行い、上位作品を決定します。
　シーズン 1 ～ 3 までの上位作品で、平成 29 年カレ
ンダーを作成する予定です。

募集作品／ 2 月～ 5 月に撮影した加西の伝えたい景色
　　　　　の写真（理由やエピソードも）
募集期間／ 2 月 2 日（火）～ 6 月 1 日（水）
申込方法／現像作品の裏側に応募用紙（市ホームページ）
　　　　　を添付し、データとともに郵送または持参

ふるさと加西の感動した景色に投票を

第13回加西ロマンの里ウォーキング 問合先／文化・観光・スポーツ課☎42-8773
　　　　℻42-8745  bunka@city.kasai.lg.jp

　加西市の南部・善防地区を巡る「第 13 回  加西ロマンの里ウォーキン
グ」を開催します。一説には赤松則祐の家臣であった浦上七郎兵衛行景
の居城と言われている「山下城跡」や、その昔、少彦名命（すくなひこ
のみこと）が紀伊国熊野に行き、大己貴命（おおなむちのみこと）を恋
しく思い熊野浦から潮水を送ったとされる井戸「潮の井」などを巡ります。
参加者には記念品、温かいスープのサービスもあります。

　加西市は昨年 4 月に「歩くまちづくり条例」を制定し、歩いて暮ら
すことが健康の基本であり、生涯にわたり健やかで幸せに暮らすことが
できるまちづくりに取り組んでいます。加西の豊かな自然と歴史を楽し
みながらウォーキングをしましょう。

■日　　時／ 3 月 20 日（日）9:30 ～ 16:00　受付 9:00 ～ 9:30
　　　　　　※小雨決行。雨天中止の場合は 3 月 27 日（日）に延期
　　　　　　※開催の有無は、当日 7:00 に体育協会事務局（☎ 42-3724）へお問い合わせください。
■集合場所／ぜんぼうグリーンパーク※北条鉄道「播磨下里駅」から徒歩約 15 分
■コ ー ス／①戦国の城コース 12km（古法華石仏～剱之宮王子神社～山下城跡～剣坂古墳～長の大仏）
　　　　　　②少彦名命神話コース18km（両月町地蔵尊～大村古墳～潮の井～山下城跡～剱之宮王子神社～古法華石仏）
■参 加 費／一般 500 円、中学生以下 300 円（保険料含む。当日徴収）　　■募集期間／ 3 月 11 日（金）まで
■申込方法／申込書（市ホームページ）またはハガキに代表者・参加者の氏名、住所、年齢、電話番号、交通手段、コ
　　　　　　ースを記入して申し込みください。電話または FAX、メールも可能です。
■申 込 先／〒 675-2395　加西市北条町横尾 1000　体育協会事務局　☎＆℻ 42-3724　5dantai@kasai-core.net

少彦名命が、熊野浦から大己貴命に潮水を送ったと
される「潮の井」（鎮岩町）

豊かな自然と歴史あふれる景色を眺めながら健康づくりを
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野菜たっぷりオリジナルレシピを紹介 問合先／健康課（健康福祉会館内）☎42-8723
　　　　℻42-7521　kenko@city.kasai.lg.jp

野菜を食べて健康的な生活を～ 1 日 350g の野菜を食べましょう～
　広報かさい 1 月号に掲載の「野菜たっぷりオリジナルレシピ」の優秀作品 3 作品に続き、2 作品を紹介します。
　野菜が体に良いことは知っているけれど、「毎日作るのが大変」「どうやって食べたらよいか分からない」という方、
レシピを参考に野菜たっぷりの料理にチャレンジしてみてください。

優秀作品の野菜レシピ
■「加西の夏野菜カレー」（加西市農村女性組織連絡協議会）
カレーの材料（5 人分）／玉ねぎ（1/2 個・90g）、トマト（1 個・170g）、
カボチャ（1/8 個・150g）、オクラ 5 本、豚ひき肉（200g）、ハリマ王
にんにく（1 かけ）、ジャガイモ（1 個）、カレールー（1/2 箱）、水（750cc）、
ローリエ（1 枚）、オイスターソース（大さじ 1/2）、オリーブオイル（大
さじ 1）、ごはん（5 杯分）
トッピング野菜の材料（5 人分）／ナス（1 本・70g）、カボチャ（1/8 個・
150g）、ズッキーニ（1 本・150g）、パプリカ（1/2 個・75g）、ねひめ
みどり（甘長とうがらし）5 本、オクラ 5 本 ハリマ王にんにくやねひめみどりは加西産農産

物で、夏に市内の直売所等で販売されています

ナシの代わりにリンゴを使ってもおいしくいた
だけます

■「鳥の巣サラダ　フルーツマヨ和え」（石橋和子さん）
材料（4 人分）／ダイコン（80g）、キャベツ（80g）、ニンジン（80g）、
パプリカ（80g）、キュウリ（80g）、プチトマト（100g）、ナシのすりお
ろし（大さじ 4）、調味料「マヨネーズ（大さじ 4）、寿司酢（大さじ 2）、
粒マスタード（小さじ 4）、塩コショウ（少々）」
作り方
①すりおろしたナシと調味料をよく混ぜ合わせて、ドレッシングを作る。
②ダイコン・キャベツ・ニンジン・パプリカ・キュウリを千切りにして①
と和える。
③お皿に②を盛り付け、真ん中にプチトマトをのせて完成。

野菜
195g

野菜
125g

作り方（カレー）
①玉ねぎはくし切り、ジャガイモは半月切り、カボチャは小さく切る、オクラは斜めに切る、にんにくはみじん切りに
する。トマトは湯むきしてざく切りにする。
②鍋でオリーブオイルとにんにくを熱し、ひき肉と野菜を加えて炒める。
③水とローリエを加え、具材が柔らかくなるまで煮る。
④火を止めてルーを溶かし、再び火をつけ、オイスターソースを加える。
作り方（トッピング）
⑤カボチャとズッキーニは 10 等分、なすとパプリカは 5 等分、ねひめみどり（甘長とうがらし）は半分に切り種をと
る。ラップをして 600 ｗの電子レンジで 3 分加熱後、フライパンで両面を焼く。
⑥オクラは軽く塩ゆでして冷やす。
⑦ごはんとカレーとトッピング野菜（⑤⑥）をお皿に盛り付け完成。

上下水道施設の現地調査・測量調査にご協力を
　上下水道の台帳整理に伴い、加西市全域で現地調査・測量調査を行います。ご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
調査期間／ 2 月 1 日（月）～ 3 月 31 日（木）8:30 ～ 17:00　※調査時間は 10 分程度です。
調査内容／① 宅内に設置された給水メーターと下水公共ますの位置確認（ふた上に障害物があれば移動をお願いします）
②道路上のマンホールと仕切弁・消火栓・空気弁の位置確認　　③私道を対象とした道路幅員や側溝等状況の調査
※原則、事前に声をかけて敷地内に入ります。不審に思われた場合は身分証明書の提示をお求めください。
調査会社／株式会社パスコ　　問合先／上下水道課☎ 42-8760
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高齢者の肺炎球菌ワクチン 問合先／健康課（健康福祉会館内）☎42-8723
　　　　℻42-7521　kenko@city.kasai.lg.jp

　肺炎球菌ワクチン（23 価）の定期予
防接種を実施しています。主治医と相談
し、体調の良い時に早めに接種しましょ
う。すでに接種された方は、定期接種の
対象になりません。

■対象者
・平成 28 年 4 月 1 日時点で次の年齢になる方／ 65、
70、75、80、85、90、95、100 歳
・60 歳以上 65 歳未満の方で心臓・腎臓・呼吸器の機能
に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度の障害を
有する方、またはヒト免疫不全ウィルスによる免疫の機能
に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する方

■接種期間／ 3 月 31 日（木）まで
■料金／ 4,000 円
※生活保護・市民税非課税世帯の方は免除（接種前に印
鑑・身分証明書を持って、健康課で申請してください）
■回数／ 1 回
■必要な物／健康保険証など接種対象者であることが証
明できるもの
※接種後、医療機関より「高齢者肺炎球菌接種済証」が
配布されます。大切に保管してください。
■接種医療機関（直接医療機関へ予約してください）
　市ホームページで指定医療機関を確認していただく
か、健康課へお問い合わせください。市外で接種する場
合は、事前にお問い合わせください。

接種期間は 3 月 31 日まで。接種はお早めに

病気の予防について学ぶ「健康講座」
■慢性腎臓病の考え方
　腎臓には、老廃物を体の外に出す働きや体の水分量・
電解質のバランス、血圧の調整、赤血球をつくるホル
モンや骨を強くするビタミン D を作る働きがあります。
　腎臓は、悪くなってしまうと元に戻すことができま
せん。異常を早期に発見し、治療により進行を抑えな
ければ腎不全となり、人工透析が必要になってしまう
こともあります。
　初期にはほとんど自覚症状がないため、自分には関
係のない病気と思ってしまいがちですが、慢性腎臓病
の患者は成人の約 8 人に 1 人で、今や「新たな国民病」
とまで言われています。
　高血圧や糖尿病などの生活習慣病やメタボリックシ
ンドロームとの関連も深く、誰もがかかる可能性のあ
る病気です。知識を身につけ、予防に努めましょう。

■健康な胃で過ごすために
　胃の病気には胃炎・胃潰瘍・胃がんなどがあります。
これらの病気は早い段階で自覚症状が出ることが少な
く、進行しても無症状の場合があります。早期発見・
早期治療のためには定期的に検診を受診することが必
要です。胃の病気の予防と検診方法について学びます。
日時／ 2 月 26 日（金）13:30 ～ 15:00
　　　受付 13:15 ～
講師／佐竹信哉医師（佐竹医院）

　加西市では、平成 27 年中に 28 件の火災が発生しま
した。主な出火原因は「ライター」「ストーブ」「たき火」
などで、ちょっとした油断により火災が発生するケース
も見られます。

■年間の火災件数と死傷者数
平成23年 24 年 25 年 26 年 27 年

火災件数 29 23 35 29 28
死者数 0 2 1 1 0
負傷者数 1 10 2 4 5

・寝たばこはやめる
・ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する
・ガスコンロなどのそばを離れるときは必ず火を消す

不注意による火災を防ぎましょう 問合先／北はりま消防本部警防課☎0795-48-3072

場所／健康福祉会館 2 階研修室 1・2　
受講料／無料　　　申込先／健康課☎ 42-8723

日時／ 2 月 18 日（木）13:30 ～ 15:15
　　　受付 13:15 ～
講師／安積啓医師（安積医院）

火災予防「3 つの習慣」

　一人一人が、慣れから生じる不注意や油断を無くすこ
とにより、多くの火災を未然に防ぐことができます。あ
なたの不注意から火災を出さないようにしましょう。
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　加西病院は、平成 28 年度臨時職員（パート）を募集します。

募集職種 資格免許 賃金単価 勤務時間等 面接日

看護師・助産師 看護師・助産師 時間給　1,270 ～ 1,700 円
※経験年数による 相談に応じます 随時

看護助手 不要 時間給　940 円
事務 不要 日額 6,880 円 8:30 ～ 17:15　月～金の週 5 日

2/19（金）
事務（外来クラーク） 不要 時間給　860 円 8:30 ～ 15:45　月～金の週 5 日
※賃金単価・勤務時間は平成 27 年度の実績であり、変更する場合があります。

年　　齢／平成 28 年 4 月 1 日時点で 60 歳未満の方（全職種）　　　受付期間／ 2 月 10 日（水）まで※当日必着
提出書類／①市販の履歴書（写真貼付。希望職種を記載）　②免許状の写し（免許が必要な職種のみ）
提出方法／①②の書類を持参または郵送（郵送は、封筒表面に履歴書在中と明記）
面　　接／日程については、受付終了後別途お知らせします
申 込 先／〒 675-2393（住所表記不要）　加西病院総務課☎ 42-2200

※正職員の看護師も随時募集しています。詳しくは加西病院ホームページをご覧ください。

平成28年4月採用の臨時職員を募集

　国民年金保険料の納付を「口座振替」にすると、指定
の口座から保険料が引き落としされます。納め忘れを防
ぎ、金融機関に行く手間も省けます。
　また、前納制度や早割を選択すれば、納付書での現金
納付よりもお得な割引を受けることができます。

■口座振替の申込方法／加古川年金事務所、口座振替を
希望する金融機関または市民課で申し込みしてくださ
い。市役所で申し込みされる場合は、申込期限の 2 週
間前までに手続きをしてください。
■必要なもの／基礎年金番号のわかるもの、預金通帳等
口座番号のわかるもの、口座届出印

国民年金保険料の納付は口座振替がお得 問合先／市民課☎42-8722　
加古川年金事務所☎079-427-4740

納付方法 　　1 年分の保険料 納付期限 口座振替申込期限

毎月納付
納付書 187,080 円

（15,590 円× 12 カ月）
毎月の保険料を翌月末までに納付 －

口座振替 毎月の保険料を翌月末に引き落とし 該当月の 1 ～ 2 カ月前
早割 口座振替のみ 186,480 円（600 円割引） 毎月の保険料を当月末に引き落とし 該当月の 1 ～ 2 カ月前

1 年前納
納付書 183,760円（3,320円割引） 1 年分の保険料を 4 月末までに納付 －
口座振替 183,160円（3,920円割引） 1 年分の保険料を 4 月末に引き落とし 2 月末

2 年前納 口座振替のみ 2 年分で 358,800 円
（15,360 円割引） 2 年分の保険料を 4 月末に引き落とし 2 月末

■納付方法別の国民年金保険料（平成 27 年度の場合）

問合先／加西病院☎42-2200

・酒を飲んだら車を運転しない
・運転する時は酒を飲まない
・運転する人には酒を飲ませない

交通事故のない安全で安心なまちへ 問合先／危機管理課☎42-8751　℻43-1800  
　　　　bosai@city.kasai.lg.jp

　平成 27 年中の市内での交通事故発生状況は、26 年
と比べると 6 件減少しました。交通死亡事故は一瞬に
して大切な命を奪い、平和な家庭と暮らしを破壊します。
特に飲酒運転は、交通死亡事故に直結する極めて悪質・
危険な行為であり、絶対に許されるものではありません。
■年間の交通事故件数と死傷者数

平成23年 24 年 25 年 26 年 27 年
事故件数 1,815 1,611 1,688 1,616 1,610
死者数 6 1 5 2 2
負傷者数 338 325 323 312 287

飲酒運転追放「三ない運動」

　ドライバーの皆さんは、交通ル
ールを守り、歩行者や周りに思い
やりを持った安全運転を心掛けて
ください。



■ AED の普及率は上昇したが使用率は低迷
　平成15年に一般の方にもAED（自動体外式除細動機）
の使用が認められ、傷病者の蘇生率向上につながってい
ます。
　しかし、蘇生実施率は 54％、AED による除細動実施
率は約 4％しかないのが現状です。除細動適応外もあり
ますが中には「使い方がわからない」「AED はあったが
脈がある、呼吸があると判断し救急車が来るまで何もし
なかった」などの要因もみられます。また、学校などで「生
徒が倒れたが AED が使用されることはなく救命できな
かった」といった報道もあります。

　「突然死」の中で心臓に原因があるものは約 6 割を占
め、年間約 6 万人にものぼります（交通事故死は年間
約 5 千人）。そのうち心臓震盪（心臓がけいれんし血液
を送り出せない状態）による突然死は、70％が 18 歳
以下に起こっており中学生の死亡原因の第 1 位となっ
ています。
　心停止からわずか 4 分で脳細胞が壊れ元には戻らな
くなり 10 分経てば蘇生は極めて困難になります。救急
車が来るのを待っていては遅いのです。そばにいる人に
しか救えない命があります。

■市内 4 中学校で心肺蘇生講習会を開催
　全国的に成人だけでなく、中学生や小学生にも実技を
取り入れ、心肺蘇生が実際にできるような教育が勧めら
れています。
　加西病院では職員に加え北はりま消防加西消防署員に
も協力をいただき、中学 2 年生を対象に心肺蘇生講習
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加西病院のコーナー　                        ホームページ http://www.hospital.kasai.hyogo.jp

心肺蘇生法を学び救命率向上を を昨年 6 月から始めました。循環器内科医師の講義の
あと、1 グループ 6 名の生徒にインストラクター 1 名
がついて胸骨圧
迫 や AED、 心
停止と判断され
にくい「死戦期

（死に至る直前
の状態）呼吸」
の確認について
実技中心の指導
を行いました。

　講習後のアンケートでは、胸骨圧迫などの蘇生技術を
習得できたという結果が得られ、とりわけ AED の使用
については「使用できる」が大幅に上昇しました。
　その他、「自分にもできることがあるとわかった」「命
の尊さがわかった」「困っている人は助けたい」など、
命を大切にする教育にもつながりました。
　指導する私たちも生徒たちの蘇生技術の上達はもちろ
ん、一生懸命取り組む姿勢にも刺激をもらい有意義でや
りがいのある講習となりました。

■心肺蘇生を行う勇気が何よりも大切
　AED があるだけでは救命できません。AED と適切な
胸骨圧迫、そして突然倒れた人にかけ寄って心肺蘇生を
行う勇気が何よりも大切です。
　救命講習の指導経験のある方で本活動に関心のある方
はぜひご連絡ください（加西病院総務課☎ 42-2200）。
みんなで市内の救命率向上を目指しましょう。

　　　　　　　　　　（救急看護認定看護師　岩﨑道代）

　北条鉄道の良さを認識してもらおうと「北条鉄道利用促
進キャンペーン」を実施します。優待券を利用して乗車さ
れた方は、1 回分の乗車が無料になります。また、北条鉄
道からドーナツをプレゼントします。キャンペーン期間中
の沿線イベントなどにご利用ください。

■期間／ 2 月 1 日（月）～ 4 月 30 日（土）
■利用方法／優待券を切り取り、降車（運賃支払い）時に
運転士にお渡しください。
■注意事項／ 1 枚につきお一人様、1 回限り有効です。
※複写、印刷したものは無効です。

北条鉄道乗車優待券
有効期限／平成 28 年 4 月 30 日

※複写・印刷したものは無効

～応援は 年1回の 乗車から～
北条鉄道利用促進キャンペーン

北条鉄道利用促進キャンペーン「片道無料」 問合先／北条鉄道☎42-0036

応援は年 1 回の乗車から

広報かさい　2016.2 月号

2月7日の「おでん列車」は中止
　広報かさい 1 月号 16 ページ「おでん列車」の 2
月 7 日（日）は中止になりました。2 月 6 日（土）
は予定どおり運行します。

実技講習の様子
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ふるさと加西は風土記1300年 子育て、定住支援情報
子育て・定住
支援情報サイト

事業の取り組
み等を紹介

遊ぶ・見る・食べるな
どの観光情報が満載

かさい観光NAVI かさい子育て NAVI
子育てイベントや子育
ての悩みを解決

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

　吸谷町の吸谷廃寺跡の発掘調査で、古代寺院の土台
に当たる基壇跡が発見されました。
　調査は、廃寺跡に建つ慈眼寺の庫裏（くり）解体工
事に伴い行われ、出土した瓦などから、白鳳時代から
奈良時代初期に建立されたと推定されます。また、基
壇の形状から金堂や講堂の主要な建物の一角であった
と判断できます。

▲出土瓦から約 1300 年前に寺院が建てられていたと推定。

古代寺院遺構の存在を確認12/16

　地域の特色ある農産品や食品の名称を国が保護する
地理的表示（G1）保護制度の第一弾に、「神戸ビーフ」
と「但馬牛（たじまぎゅう）」が登録されました。
　加西肉牛肥育研究会（小谷清隆会長）の会員が育て
た肉牛も高級牛肉として市場に流通しています。加西
ブランド協議会企画の「加西香醸カリー」（カレー）
にも使われ、かさい愛菜館などで販売しています。

▲牛が快適に過ごせるよう掃除・換気などに力を入れ育てられる。

加西育ちの「神戸ビーフ」「但馬牛」1/8

　ねひめキッズ（つどいの広場）とまちの子育てひろ
ば応援団が、活動 10 年目を迎えました。
　開設以来、登録をしなくても「あそこに行くと誰か
に会える。行って良かったと思える場」を目指して活
動を続け、兄弟にわたり何年も参加される親子もいま
す。また、子育てをされる方のニーズに応じた講座や
イベントも行っています。詳しくは☎ 42-5710 まで。

▲ 10 周年記念として人形劇を楽しむ参加者。

ねひめキッズ 10周年12/18

　加西市青少年団体連絡協議会が主催する「新春のつ
どい」が開催され、約 500 人がいこいの村裏山のラ
ンドマーク展望台に登り、初日の出を拝みました。
　下山後、鈴木こころさん（日吉小 6 年）が「いろい
ろなことが芽生える加西市になってほしい」と 2016
年の漢字「芽」を発表。同協議会の水田好洋会長が縦・
横約 120cm の紙に書き初めをしました。

▲「芽」を書き初めした水田会長。

希望の光「新春のつどい」1/1
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加西市ホームページ
検索加西市

加西市のことなら テレビで緊急情報「まちナビ」 災害に備えて「かさい防災ネット」
サンテレビ
のデータ放
送で緊急情
報などを発
信

災害時に避難勧告などの防
災情報をメールで自動配信

ホームページがより見やすくなりました。ス
マートフォンにも対応

ま
ち
の
出
来
事

　加西市成人式が健康福祉会館で開催され、403 人
が参加。新成人を代表して、松原里紗さん（北条町栗
田）が「今までたくさんの人からいただいた御恩や思
いやりを、これからは私たちが両親や社会に対して恩
返ししていきます」と力強く誓いました。
　その後、恩師からのビデオレターや抽選会などを楽
しみ、久しぶりに会う友人たちと旧交を温めました。

▲松原さんが誓いの言葉を述べました。

加西を誇りにそれぞれの道で精進1/10

　泉幼児園の 5 歳児 20 人が作った壁飾りや置物の作
品展が、五百羅漢ミニギャラリーで行われました。
　地域の協力を得て約 1 カ月かけ、着物を裂いてひ
も状にした物や毛糸、段ボールを使った敷物や壁飾り
などと、ヒョウタンにサルの絵を描くなどした置物合
わせて約 70 点を制作。2 月 1 日から 13 日には、ア
スティアかさい 3 階で展示されます。

▲自分たちの作った作品を見つめる園児。

「初作品展」園児の力作が並ぶ1/13

　教育委員会は阪神・淡路大震災の教訓を伝えようと、
小・中・特別支援学校で防災給食を初めて実施しました。
　児童生徒は、ご飯とカレーが一緒にレトルト容器に
入りそのまま食べることのできる「救給カレー」や乾
パンなどを食べ、防災について話し合いました。
　泉小学校の高見哲史さん（6 年）は、「家族と災害
が起こった時の対策について考えたい」と話しました。

▲防災について考えながら、カレーを食べる泉小学校の 6 年生。

防災給食を実施1/15

　プロバスケットボールチーム「西宮ストークス」の
選手による「バスケットボール秘密特訓の日」が、善
防中学校で行われ、小学生ら約 110 人が参加しました。
　参加者は、パスを出す時の手首の使い方やドリブル
時の目線の位置などを教わりました。また、身長が
2m を超える選手を目の前で見た子どもたちから驚き
と喜びの声があがりました。

▲プロバスケットボール選手と試合をする小学生。

プロバスケット選手から学ぶ1/17
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【申告に持っていくもの】
○所得税または市県民税の申告書（用紙が送付された方）　　　○源泉徴収票（給与所得、年金所得がある方）
○配当所得の支払通知書等（上場株式等の配当等に係る配当所得を申告する方）　　　○所得の計算に必要な帳簿書類
○生命保険料、地震保険料等の支払証明書やその他領収書（医療費控除を受けるには医療費の領収書が必要）
○国民年金保険料の控除証明書または領収書　　　○所得税のお知らせハガキや通知書（送付のあった方）　　○印鑑
※新たに振替納税を希望される方は、金融機関名・預金の種類・口座番号・通帳届出印を準備してください。

■平成 27 年分所得税等の確定申告・平成 28 年度市県民税申告の相談日程など

区分 期間 時間 場所・問合先 備考

市の職員によ
る申告相談

2 月 16 日（火）
～ 3 月 15 日（火）
の平日

9:00 ～ 16:00
※ 3 月 2 日 と 9
日の水曜日は受
付 時 間 を 19 時
まで延長します。

市民会館コミュニティ
センター 3 階小ホール
☎ 43-3020

対象者／①給与所得者と公的年金等受
給者　②上記①以外の所得が 300 万
円未満の白色申告者（事業所得等の収
入が約 1,000 万円未満の方）
※ 2 月 16 日～ 3 月 8 日は、税務署職
員が相談に加わります（9:30 ～ 16:00）

税理士による
無料申告相談

2 月 24 日（水）、
25 日（木）、
26 日（金）

9:30 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

市民会館コミュニティ
センター 3 階談話室
☎ 0795-42-0223

所得税等（譲渡所得を除く）と消費税
の申告相談です。贈与税と相続税の相
談はしていません。

社税務署によ
る申告相談

2 月 16 日（火）
～ 3 月 15 日（火）
の平日

9:00 ～ 17:00
社税務署（加東市社 51-3）
個人課税部門
☎ 0795-42-0223

土曜日・日曜日の申告相談は実施して
いません。

　次の所得がある方は確定申告が必要な場合があります。
・自営業、農業などの収入（営業所得、農業所得）
・農地や空き地を駐車場に貸したときの収入、アパート
や貸間の収入（不動産所得）
・土地や建物などを売った収入（譲渡所得）
・生命保険契約等の満期保険金等（一時所得）

【サラリーマンの確定申告】
・給与を 1 カ所から受けて年末調整が済んでいる方で、
給与所得や退職所得以外の合計所得が 20 万円を超える
場合（20 万円以下の場合でも市県民税の申告は必要）
・平成 27 年中の給与収入金額が 2,000 万円を超える場合
※源泉徴収をされている方で医療費控
除、住宅借入金等特別控除などの申告を
されると、所得税が還付される場合があ
ります。

【農業所得の申告】
　農業所得の収入と支出の内訳については、出荷伝票、
振込通知、領収書や購入証明書など収入金額や支出金額
の分かるもの、帳簿を基に、事前に項目ごとに分類・集
計し、収支内訳書を作成してください。

【土地や建物の譲渡、青色申告者などの申告】
　土地や建物、株式等を譲渡した所得のある方、青色申
告の方、繰越損失のある方、雑損控除のある方は、社税
務署で申告してください。

【e-Tax で確定申告ができます】 
　自宅のパソコンからインターネットを利用して電子申
告（e-Tax）をすることができます。詳しくは e-Tax ホー
ムページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。
・申告期間中は土・日曜日も含め 24 時間提出が可能。
・医療費の領収書や源泉徴収票などの提出等を省略。

■所得税の申告について

所得税の確定申告・市県民税の申告 問合先／税務課☎42-8712
　　　　社税務署☎0795-42-0223
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　平成 28 年 1 月 1 日現在、市内に住所があり前年中
に所得があった方（確定申告をする方、サラリーマン等
で確定申告の必要がない方を除く）は市県民税の申告が
必要です。特に、国民健康保険に加入の方は、所得によ
って保険税が軽減される場合がありますので、申告をし
てください。なお、公的年金等の収入の合計金額が 400
万円以下で、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が

■市県民税の申告について

■改正事項

【要介護認定者の「おむつ代」の医療費控除】
　介護保険法に基づく要介護認定を受けた方の「おむつ
代」は、医師の発行する「おむつ使用証明書」があれば
医療費控除の対象になります。2 年目以降は、「主治医
の意見書」の内容を市が確認し、おむつの使用を証明で
きる場合は、「おむつ使用証明書」に代わる確認書を発
行します。

【要介護認定者に係る「障害者控除認定」】
　平成 27 年 12 月 31 日現在、要介護認定を受けた方で、

「主治医の意見書」により寝たきり状態や重度の認知症
状等が 6 カ月以上継続していることが確認できる場合
は、申請により市が「障害者控除対象者認定書」を発行
します。

※詳しくは長寿介護課（☎ 42-8788）にお問い合わせください。

20 万円以下の場合は、所得税等の確定申告書の提出は
不要ですが、市県民税の申告は必要です。
　また、公的年金等の収入金額が 400 万円以下の人でも
医療費控除や生命保険料控除などがある場合は、市県民
税の申告をしないと、それらの控除が計算されずに平成
28 年度の市県民税が計算されることになりますので注
意してください。

■介護保険に係る要介護認定者のおむつ代の医療費控除・障害者控除

確定申告が不要とされている「上場株式等の配当」「源泉徴収選択口座の上場株式の譲渡所得」を
確定申告した場合の注意事項
・配偶者控除や扶養控除などの判定をする上で、合計所得金額に算入されるため、扶養控除が受
けられなくなる場合があります。
・国民健康保険税や介護保険料、後期高齢者医療保険料の金額を計算する所得に算入されるため、
課税（料）額が上がる場合があります。

【ふるさと納税の特例控除限度額引き上げ（控除額拡充）】
　ふるさと納税に係る寄附金税額控除について、特例控
除額の上限が個人住民税の所得割額の 10％から 20％
に拡充されました。

【ふるさと納税ワンストップ特例制度（手続きの簡素化）】
　ワンストップ特例対象者に該当する場合は、確定申告
を行わなくても寄附金税額控除等を受けられるようにな
りました。制度の適用を受ける場合は、個人住民税額か
ら税額が控除されます。
対象者／①～③の全てに該当し、ふるさと納税をした自
治体に「寄附金税額控除等に係る申告特例申請」を提出
された方
①ふるさと納税の寄附金税額控除等を受ける目的以外で
申告をする必要がない方（申告の必要のある自営業者、
医療控除などの各種所得控除や住宅ローン控除の申告を
する方は対象外）
②平成 27 年中にふるさと納税をした自治体数が 5 団体
以下（同じ自治体に複数回寄附しても 1 団体として計算）

【住宅ローン減税制度の適用期限の延長】
　住宅ローン控除（住宅借入金等特別控除）については、
居住年月日の適用期限が平成 29 年 12 月 31 日から 31
年６月 30 日までに延長されました。

③平成 27 年 1 月 1 日から 3 月 31 日の間にふるさと
納税をしていない方
※「寄附金税額控除等に係る申告特例申請」をされた方
で、①～③に該当しない項目があった場合は、「寄附金
受領証明書」を添付のうえ改めて確定申告が必要となり
ます。
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ふるさと再発見ハイキング
■陽松寺（ようしょうじ）と小谷石仏
赤松家ゆかりの北条町小谷周辺の史
跡を歩いてみませんか。
日時：2/27（土）9:30 ～ 12:00
※小雨決行
集合場所：すぱーく加西駐車場
コース：約 4km（小谷大歳神社→
乳の井戸→小谷石仏→阿弥陀堂→五
輪塔→陽松寺）
参加費：300 円（保険代等）
主催：歴史街道ボランティアガイ
ド、観光まちづくり協会
申込先：観光案内所☎ 42-8823
※当日参加も可能です。

講座・イベント

聴いて遊んで楽しむ
 落語三人会

日時：3/21（月）14:00 開演
出演：桂米平さん、桂米紫さん、桂
二乗さん（立体紙芝居・玉すだれ・
落語）
料金：一般 1,200 円
中学生以下・75 歳以上 1,000 円
※未就学児は入場できません。
場所・申込先：市民会館☎ 43-0160

スポーツ大会の結果
■野球（優勝チーム）
●西日本 2 部／伊東電機
●協会選手権 1 部／大和
●協会選手権 2 部／レクサス
●学童協会選手権／富田
●学童但馬ドーム杯／北条
■グラウンド・ゴルフすぱーく加西
杯（12/19、多目的グラウンド）
1 位　嶋崎すみこ　2 位　安藤章右
■グラウンド・ゴルフ会長杯

（12/20、いこいの村芝生広場）
1 位　栗山信男　2 位　仲井満男
問合先：文化・観光・スポーツ課
☎ 42-8773

グラウンド・ゴルフ協会杯
日時：3/6（日）8:30 受付
※雨天の場合 3/13（日）に延期
場所：ぜんぼうグリーンパーク
定員：先着 200 人
参加費：500 円（当日受付で徴収）
申込：公民館にある申込用紙を FAX
募集期間：2/5（金）～ 25（木）
申 込 先： 同事務局（大西） ☎ 43-
0313  ℻ 20-7197（電話は午後 8
時以降）または同事務局（杉本）
☎＆℻ 46-0727

ジビエ（鹿肉）料理のモニターを募集
　ジビエ料理のおいしさを知ってもらおうと、加西
市ジビエ促進委員会と加西市が連携して、ジビエ料
理の試食会を行います。

■昼の部
日時：2/10（水）① 12:00 ～ 13:00　② 13:00 ～ 14:00
対象：女性　※子どもの同伴可　定員：先着 15 人　参加費：500 円
メニュー：前菜、鹿の内モモ肉カツレツ、パン、デザート、ドリンク
■夜の部（①または②を選択）
日時：2/10（水）18:30 ～ 20:00　　定員：先着 15 人
参加費：① 2,000 円　② 2,500 円
メニュー：①ジビエ 3 種盛り合わせ（鹿の内モモ肉カツレツ、鹿の背ロー
ス肉のロースト  RAKAN とベリーのソース、鹿の外モモ肉の赤ワインと赤
味噌煮込み）　②加西のお酒 2 種と①のジビエ料理

場所：創作イタリアン  gottuo（北条町横尾 307-2）
募集期間：2/6（土）まで　　申込先：地域交流センター☎ 42-0106
問合先：ふるさと創造課☎ 42-8706

2月26日の「播磨国風土記
 講座」は中止

講師の光田和伸先生のご都合によ
り、2 月 26 日（金）の播磨国風土
記講座は中止させていただきます。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解の
ほどお願いします。講座の再開につ
いては、ホームページ（播磨国風土
記 加西）などでお知らせします。
問合先：文化・観光・スポーツ課
☎ 42-8756

花壇コンクールのパネル展
老人クラブ対象の花壇コンクールに
応募のあったサルビアや葉ボタンの
写真を展示します。各地域の老人ク
ラブでは、毎年サルビアや葉ボタン
を大切に育てられています。また、

「花いっぱい運動」に協力していた
だいている花づくりボランティアの
活動写真も展示しています。
期間：2/22（月）～ 3/4（金）の
平日 8:30 ～ 17:15
場所：市役所 1 階エントランスホール
問合先：都市計画課☎ 42-8753

北播磨有機農業講座
低コストで、おいしく安全良質な野
菜づくりについて学びます。
日時：2/26（金）13:00 ～ 15:30
場所：兵庫県社総合庁舎  別館 4 階
会議室（加東市社字西柿 1075-2）
講師：保田茂さん（神戸大学名誉教
授）
対象：有機農業に関心のある方
定員：先着 80 人
参加費：無料
募集期間：2/19（金）まで
申込先：北播磨地域ビジョン委員会
事務局☎ 0795-42-9513
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加西市史を読む会
■近代「明治後半期の郡制と地方行政」
明治時代半ばより大正時代にかけて
の短い期間に、地方行政制度の一つ
として郡制がしかれました。郡制や
それにまつわる地方行政、その他加
西郡立図書館設置に関することにつ
いて解説します。
日時：2/6（土）10:30 ～ 12:00
場所：アスティアかさい 3 階集会室
講師：生涯学習課職員
定員：先着 60 人
参加費：無料
問合先：生涯学習課市史文化財係
☎ 42-4401

公民館からのお知らせ
■南部公民館「春を楽しむ手芸教室」
小物を春色に替えておしゃれを楽しみましょう。
日時・内容
① 2/18（木）13:30 ～ 16:30　デコパージュ
② 3/ 3（木）13:30 ～ 15:30　パッチワーク
③ 3/17（木）13:30 ～ 15:30　ビーズネックレス
定員：先着 15 人　　参加費：900 円　　材料費：3,300 円
持ち物：はさみ（小）、平筆、筆拭き、水入れ
場所・申込先：南部公民館☎＆℻ 49-0041

■中央公民館『ふるさと加西再発見講座』特別公開講座
　～ NHK 大河ドラマ『真田丸』に学ぶ～
日時：3/19（土）10:00 ～ 11:30　　場所：市民会館 3 階小ホール
講師：黒田美江子さん　　定員：先着 100 人　　受講料：300 円
申込先：中央公民館☎ 42-2151　℻ 42-1453

くらし
就職支援セミナー

■『聴き方』を聞いてみませんか？
採用面接でも入社後でもコミュニ
ケーションは大切です。話すことも
大切ですが、「聴き方」についても
一緒に考えてみませんか。
日時：2/24（水）14:00 ～ 16:00
場所：アスティアかさい 3 階集会室
定員：先着 20 人
申込先：加西市ふるさとハローワー
ク☎ 42-7600

国籍事務の取り扱いの変更
加西市に住所のある外国人の日本国
籍の取得（帰化・国籍取得）につい
ては、神戸地方法務局社支局で手続
きをしていました。2 月 1 日（月）
以降は、神戸地方法務局加古川支局
または姫路支局で手続きをしてくだ
さい。相談は予約制ですので、事前
に電話でご確認ください。
管轄法務局：加古川支局／〒 675-
0017　加古川市野口町良野 1749
☎ 079-424-3555
姫路支局／〒 670-0947　姫路市北
条一丁目 250　☎ 079-225-1915

北播磨地域看護職
 合同就職説明会

日時：2/13（土）14:00 ～ 16:00
場所：やしろ国際学習塾大会議室

（加東市上三草 1175）
対象：看護学生や仕事を探している
看護職の方
内容：病院や施設の紹介・相談など
参加費：無料　※予約不要
参加施設：北播磨地域で正社員採用
予定のある加西病院など 12 施設
問合先：北播磨総合医療センター

（看護部・高田）☎ 0794-88-8800

ハンセン病補償金の申請手
 続期限は 3月31日まで

過去にハンセン病にかかったことが
ある方には、国から補償金（和解一
時金）が支払われています。すでに
亡くなられた方や療養所に入所した
ことがない方も対象となります。プ
ライバシーは固く守られますので、
お早めに手続きをしてください。詳
しくは、厚生労働省のホームページ
をご覧ください。
手続期限：3/31（木）
相談・問合先：厚生労働省（難病対
策課）☎ 03-5253-1111 内線 2369 東播磨・北播磨中堅中小

 企業就職説明会
日時：3/3（木）13:30 ～ 16:00
場所：加古川プラザホテル（加古川
市加古川町溝之口 527）
対象：平成 29 年 3 月大学等卒業予
定者
参加事業者：約 30 社
問合先：加古川公共職業安定所
☎ 079-421-8638

加西市定例教育委員会
どなたでも傍聴できます。
日時：2/23（火）13:30 ～
場所：市役所 1 階多目的ホール
問合先：教育総務課☎ 42-8770

献血は身近にできるボランティア
安定した血液確保のため、一人でも
多くの方の献血が必要です。皆さま
のご協力をお願いします。
日時：① 2/7（日）10:00 ～ 11:45、
13:00 ～ 16:00　 ② 2/10（ 水 ）
10:00 ～ 12:00、13:15 ～ 16:00
場所：①イオンモール加西北条
②加西市役所
主催：①加西北条ライオンズクラブ
②加西ライオンズクラブ
問合先：健康課☎ 42-8723
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■ねひめキッズからのお知らせ
●豆まき会「鬼は外、福は内」
豆をまいて鬼退治をして福をよびましょう。お話遊び
や製作遊びもします。
日時：2/3（水）11:00 ～ 12:00
●家庭教育講座「どうしたらいい？子どものわがまま」
日時：2/8（月）11:00 ～ 12:00
●すくすくひろば＋かんがるーひろば
子どもの身体測定やお話をしましょう。
日時：2/16（火）10:30 ～ 11:30
問合先（場所）：ねひめキッズ（西上野町）☎ 42-5710

■ぜんぼうキッズからのお知らせ
●炊飯器で作る体にやさしいおやつと簡単ごはん
　～冬野菜で免疫力を高めよう～
日時：2/9（火）10:00 ～ 12:30
講師：村上貴美子さん（料理科学
研究家）　
定員：20 組の親子
参加費：300 円（材料費）
メニュー：さといもホワイトシチュー、簡単いなり、
フルーツ丸ごとケーキ
持ち物：筆記用具、エプロン、三角巾、ふきん、米 1
合、お茶、子どもの食器
●小児科医から学ぼう！～知って
おこう集団保育をはじめる前の予
備知識～
日時：2/19（金）13:30 ～ 14:30
講師：酒井圭子院長（さかいこどもクリニック）
定員：20 組の親子
申込先（場所）：ぜんぼうキッズ（善防公民館）
☎＆℻ 48-3404

わくわく子育て情報

■ほくぶキッズからのお知らせ
●親子体操「ママと一緒に 1・2・3 ！」
日時：2/8（月）10:00 ～ 11:00
講師：東郷安子さん（運動指導員）
持ち物：上靴、靴袋
●子どもに伝えたい伝承あそび
日時：2/23（火）10:00 ～ 11:00
講師：平田一穂さん（ひろばアドバイザー）
内容：わらべ歌、手遊び
申込先（場所）：ほくぶキッズ（オークタウン加西）
☎＆℻ 44-0719

募 集

10月分～ 1月分の児童手当
 の支給日は 2月10日（水）

入金は通帳記帳などでご確認くださ
い。申請の時期によって、振込日が
変わることがあります。現況届を提
出されていない方は、早急に提出し
てください。
問合先：地域福祉課☎ 42-8709

入札参加資格登録の補充受付
平 成 26・27・28 年 度 建 設 工 事、
測量等（測量・建設コンサル等）に
係る入札参加資格登録申請の補充受
付を行います。詳しくは市ホームペ
ージをご覧ください。
受付日時：3/1（火）～ 10（木）
の平日 9:00 ～ 17:00
受付場所：市役所 2 階管財課
申請書類：国土交通省（地方整備局
等）様式など
提出方法：市内・準市内業者は郵送
または持参。市外業者は郵送のみ。
※郵送の場合は 3/10 消印有効
その他：物品の製造、買入れ、売払
い、役務提供等に係る入札参加資格
審査申請書の受付は、随時行ってい
ます。
問合先：管財課☎ 42-8704

学校での必要な費用を援助
 （新小学5年生・新中学3年生）

経済的な理由によって、小・中学校
への就学が困難な児童生徒の保護者
に対して、学校で必要な費用（学用
品費、校外活動費等）の一部を援助
します。要件等の詳細は、学校を通
じて案内文書を配布します。なお、
新小学 5 年生と新中学 3 年生以外
の保護者へは、6 月にご案内します。
問合先：学校教育課☎ 42-8771
または在籍する小・中学校

東播都市計画（案）の縦覧
内容：東播都市計画地区計画「下宮
木町南部産業集積地区地区計画」
期間：2/10（水）～ 24（水）
場所：都市計画課（市役所 5 階・
平 日 8:30 ～ 17:15）、 各 公 民 館、
地域交流センター　※市ホームペー
ジでも閲覧できます。
意見提出：縦覧期間中に閲覧場所に
ある意見書を提出してください。
問合先：都市計画課☎ 42-8753

県道三木宍粟線（丸山バイ
 パス）の事業説明会

土地収用法第 15 条の 14 の規定に基
づく説明会です。事業計画の概要や
損失補償の考え方等を説明します。
日時：2/23（火）19:00 ～
場所：アスティアかさい 3 階多目
的ホール
問合先：加東土木事務所
☎ 0795-42-5111  内線 526、521
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ボタン電池の誤飲に注意
【事例】1 歳の子どもがキッチンタイマーで遊んでいた。片づけようとし
たら、電池のふたが外れていて、中のボタン電池がなくなっていた。部屋
を探しても見つからなかったので、もしやと思い、子どもを病院へ連れて
行くと、胃の中にボタン電池があった。

問合先：加西市消費生活相談窓口（月火木金 9:00 ～ 16:30 ※祝日除く）
　　　　☎ 42-8739、消費者ホットライン（平日 9:00 ～ 17:00、土日祝
　　　　10:00 ～ 16:00）　☎局番なし 188 番

【解説】ボタン電池を誤飲すると、放電で起こる『化
学やけど』により「消化管に穴が開く」「潰瘍（かい
よう）ができる」などの重大な事故につながる場合
があります。ボタン電池は、リモコン、キッチンタ
イマー、体温計など家庭内にあるさまざまな電化製品に使用されています。
　子どもは、成長過程で、手にしたものを何でも口に運ぶようになります
ので、特に注意が必要です。ボタン電池やコインなどは、こどもの手の届
かない場所に保管し、誤飲を予防する環境をつくりましょう。
　ボタン電池などを誤飲したとき、または鼻や耳の穴に入れてしまったと
きは、すぐに医師の診断を受けましょう。

小・中・特別支援学校の非常勤
 講師（初任教員研修）を募集

県教育委員会は、県
内の市町組合立小・
中・特別支援学校（神
戸市を除く）で実施
する初任者研修にかかる非常勤講師
を募集します。
勤務内容：初任者研修にかかる授業
の補充など
報酬等：時給 2,770 円（平成 27 年
度現行額。変更の可能性あり）。交
通費は支給限度額の範囲で実費支給
資格：希望する校種の教育職員免許
法に定める小・中・高等学校教諭普
通免許状の所持者または 4 月 1 日
までに取得できる方
募集期間・申込先
2/1（月）～ 3/11（金）の平日／播
磨東教育事務所（加古川総合庁舎 9
階）☎ 079-421-1101
2/1（月）～ 29（月）の平日／市
教育委員会学校教育課（市役所 6 階）
☎ 42-8771

県立障害者高等技術専門学院
 平成28年度学院生募集

CAD 等製図技術者や簿記、システ
ム等の知識を習得できます。
対象：身体などに障がいのある求職
者等
科目：ものづくり科、ビジネス事務
科、情報サービス科
授業料：無料（教材等は自己負担）
選考方法：学力試験、面接等
募集期間：2/29（月）～ 3/16（水）
※現住所を管轄する公共職業安定所
で相談の上、応募してください。
問合先：県立障害者高等技術専門学
院（神戸市西区）☎ 078-927-3230

第3回観光まちづくり活動交
 流会（まち活）参加団体募集

平成 27 年度に行ったまちづくり活
動の内容についての報告会および意
見交換会に参加していただける団体
を募集します。観光まちづくり大賞
などを決定します。団体同士の交流
を広げませんか。
日時：4/17（日）13:30 ～ 16:00
場所：アスティアかさい 3 階多目
的ホール・交流プラザ
対象：市内で活動しているまちづく
り活動団体（協議会、NPO など）
申込：自己紹介用紙（市ホームペー
ジ）を FAX またはメール
募集団体数：12 団体
※ 1 団体につき、5 分の活動報告お
よびパネル（110㎝× 180㎝）を 2
枚お貸しします。パネルは、4/17
～ 24 まで交流プラザで展示します。
募集期間：3/4（金）まで
申込先：観光まちづくり協会（文化・
観光・スポーツ課内）☎ 42-8715  
℻ 42-8745  kanko@city.kasai.lg.jp

うれしの学園生涯大学
 平成 28 年度入学生募集

豊かな生活を送るために必要な教養
と地域活動の基礎を学ぶ「4 年制大
学講座」と、少人数のグループで楽
しみながら地域活動実践の知識を学
び、地域で活動する「大学院講座（2
年間）」の受講生を募集します。
対象：原則として東・北播磨地域在
住のおおむね 60 歳以上の方
定員：大学 60 人、大学院 30 人
※応募多数の場合は抽選
講座：年間約 20 回（原則火曜日）
受講料：年間 12,500 円
募集期間：2/19（金）まで
問合先：嬉野台生涯教育センター（加
東市）☎ 0795-44-0712

放送大学4月生募集
平成 28 年度第 1 学期（4 月入学）
の学生を募集します。テレビ等の放
送やインターネットを通して学ぶ通
信制の大学です。心理学・福祉・経
済・歴史・文学・自然科学など、幅
広い分野を学べます。
出願期間：3/20（日）まで
問合先：放送大学姫路サテライトス
ペース☎ 079-284-5788
※ホームページでも受け付けています。
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■ 2 カ月児（先天性股関節脱臼）健診 
日時：2/22（月）13:00 ～ 13:45
対象：平成 27 年 12 月生まれの乳児
■ 4 カ月児健診
①日時：2/2（火）13:00 ～ 13:45
対象：平成 27 年 9 月生まれの乳児
②日時：3/1（火）13:00 ～ 13:45
対象：平成 27 年 10 月生まれの乳児
■ 1 歳 6 カ月児健診 
日時：2/9（火）13:00 ～ 13:45
対象：平成 26 年 8 月生まれの幼児
■ 2 歳児教室
日時：2/3（水）13:00 ～ 13:15、

14:00 ～ 14:15
対象：平成 26 年 2 月生まれの幼児
■ 3 歳児健診
日時：2/16（火）13:00 ～ 13:45 
対象：平成 24 年 12 月生まれの幼児
■乳幼児保健相談
日時：2/17（水）13:00 ～ 13:30 
対象：希望者
■離乳食講習会初期（予約制）
日時：2/25（木）13:00 ～ 13:30  
対象：4 ～ 6 カ月の乳児の保護者
定員：10 人
持ち物：エプロン、飲み物
■①プレママ教室パート 2（予約制）
　②パパママクラブ（予約制）
①日時：2/ 5（金） 9:00 ～ 9:30
②日時：3/11（金）13:00 ～ 13:30
対象：妊娠 5 カ月以降のママ・育
児協力者

健診実施場所：健康福祉会館

乳幼児健診

問合先：健康課☎42-8723

■母子健康手帳の交付申請
個人番号通知カードまたは個人番号
カード、運転免許証等、印鑑、妊娠
届出書（産院でもらった方）を持参
■妊婦健康診査費の助成申請
印鑑、市内に住民票があることが確
認できる書類（免許証等）を持参。
母子健康手帳交付時にも申請可
受付時間：平日 8:30 ～ 17:15
申請場所：健康課（健康福祉会館）

休日当直医

※診察時間は 9:00 から 17:00 まで。
※当直医日程は変更になる場合がありますので、必ず医療機関に電話確
　認してください。加西消防署（☎ 42-0119）で確認することもできます。

2 月 7 日（日）　田尻内科循環器科　	 　☎ 43-7931（北条町）　　　
2 月 11 日（木）　徳岡内科　　　	 　☎ 42-0178（北条町）　　　
2 月 14 日（日）　堀井内科医院		 　☎ 49-0150（網引町）　　　
2 月 21 日（日）　坂部整形外科		 　☎ 43-1444（北条町）　　　　
2 月 28 日（日）　佐竹医院　　　	 　☎ 42-4057（北条町）　　　　
3 月 6 日（日）　大杉内科医院		 　☎ 47-0023（別府町）　　　

税

納期内納付にご協力を
固定資産税都市計画税 4 期、国民
健康保険税 8 期の納期限は 2 月 29
日（月）です。
問合先：税務課☎ 42-8712

介護保険料の年金からの天
 引きが 4 月から始まります

普通徴収（納付書または口座振替）
により介護保険料を納付されてい
る次の方は、4 月支給の年金から介
護保険料の特別徴収（年金からの
天引き）が始まり
ます。該当者には
3 月中旬にお知ら
せ の 文 書 を 送 付
します。
対象
平成 27 年 4 月から 9 月の間に、①
～③のいずれかに該当する方で、年
額 18 万円以上の老齢（退職）年金
や障害年金、遺族年金を受給してい
る方
① 65 歳以上で年金給付を新たに受
けられた方
②年金給付を受けていて 65 歳にな
られた方
③市内に転入の届出を行った 65 歳
以上の方
問合先：長寿介護課☎ 42-8788

　計画的なまちづくりを進めていくいための基本となる「第 5 次加西市
総合計画」（平成 23 年度策定）の見直しと、後期基本計画（平成 28 ～
32 年度）の策定を進めています。計画案に対するご意見を募集します。

第 5 次加西市総合計画後期基本計画のご意見を募集

金婚夫婦祝福式典の募集
神戸新聞社では、結婚 50 年を迎え
られたご夫婦を招き、長寿と繁栄を
祝う式典を行います。
日時：5/15（日）13:00 ～
場所：三木市文化会館
対象：昭和 42 年中に婚姻届を提出
した県内在住のご夫婦
締切：2/29（月）必着※先着順
申込：所定の申込書（市役所総合窓
口と神戸新聞支社、総局、販売所に
あります）に記入の上、下記まで
申込先：神戸新聞販売店または神戸
新聞社地域活動局☎ 078-362-7086

閲覧場所：人口増政策課（市役所 3 階・平日 8:30 ～ 17:15）、各公民館、
地域交流センター※市ホームページでも閲覧できます。
意見募集期間：2/12（金）まで
意見提出方法：閲覧場所にある「意見用紙」を提出してください。
問合先：人口増政策課☎ 42-8700
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おくやみ

敬称略。12月17日～ 1月17日届出・掲載承諾分
※市外で死亡届を提出された方で「おくやみ」に掲載を希望され

る方は、ふるさと創造部秘書課（☎42-8701）まで。

■相談コーナー
相談内容・ 日時・場所

人権相談（人権問題に係る相談）☎ 42-8727 2/2（火）、3/1（火）13:30 ～ 15:30　市民会館
法務局における人権相談所☎ 0795-42-0201 月～金曜日（休日を除く）　8:30 ～ 17:15　神戸地方法務局社支局
行政相談（行政に係る諸問題）☎ 42-8739 2/25（木）13:30 ～ 15:30　アスティアかさい 3 階ワークルーム
市民相談（市民の日常生活上の諸問題）☎ 42-8739 月～金曜日 9:00 ～ 16:30　アスティアかさい 3 階市民相談室
いじめ・教育相談（いじめ・不登校等）☎ 42-3730 月～金曜日　9:00 ～ 17:00　総合教育センター
心配ごと相談☎ 43-0303 2/10（水）13:30 ～ 16:00、25（木）9:00 ～ 11:00　健康福祉会館
法律相談☎ 43-0303 2/25（木） 9:00 ～ 11:00　健康福祉会館　※予約制
身体障害者福祉相談☎ 43-0303 2/18（木）13:30 ～ 16:00　健康福祉会館
精神障害者福祉相談☎ 42-8725 2/24（水）13:00 ～ 15:00　市役所 6 階会議室
知的障害者福祉相談☎ 42-8725 2/16（火）10:00 ～ 12:00　健康福祉会館
こころのケア相談☎ 0795-42-5111 2/25（木）13:00 ～ 15:00　加東健康福祉事務所　※予約制
アルコール問題相談☎ 0795-42-5111 2/ 9（火）13:00 ～ 15:00　加東健康福祉事務所　※予約制
母子・父子相談☎ 42-8709 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　市役所 1 階地域福祉課
児童虐待・18 歳までの子育てに関する相談☎ 42-8709 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　市役所 1 階家庭児童相談室
ＤＶ相談（電話・来所相談）☎ 42-8736 月～金曜日　9:00 ～ 17:00　※電話でお問い合わせください。
療育・養育相談（18 歳までの子をもつ保護者）☎ 42-6704 月～金曜日　9:00 ～ 17:00　健康福祉会館 児童療育室
高齢者に関する相談（介護・医療・保健等）☎ 42-7522 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　健康福祉会館
スマイル健康相談（食生活などの健康等）☎ 42-6700 2/10（水）、24（水）受付 13:00 ～ 14:00　健康福祉会館※予約制

エイズ・肝炎ウィルス検査・相談☎ 0795-42-9436 2/4（木）、18（木）、3/3（木）13:30 ～ 14:20
加東健康福祉事務所　※予約制、匿名、原則無料

ボランティア相談☎ 43-8133 2/4（木）、3/3（木）13:30 ～ 15:30　健康福祉会館

個人情報の取り扱いに配慮し、市ホームページに
掲載する広報かさい PDF の「おくやみ」欄の内
容は割愛させていただきます。ご了承ください。
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■ 加西市ホームページ　http://www.city.kasai.hyogo.jp
■ 加西市の市外局番は0790です。誌面では省略しています。

  KASAI データバンク
H27.12.31 現在（前月比）

人口／ 45,329（－ 40）
12 月の出生数／ 33 人

男／ 22,025（－ 10）
死亡数／ 65 人

女／ 23,304（－ 30） 世帯数／ 17,277（＋ 5）｜ ｜ ｜

広報かさい　2016.2 月号

■ 2/10,24 は市民課・国保医療課窓口を延長（17:15 ～ 19:00）
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　加西市の空を舞台に、熱気球の「全日本
学生選手権」が開催されます。競技は、地
上に設定された目的地に向かって飛行。マ
ーカーと呼ばれる砂袋を落とし、飛行の正
確さを競います。熱気球の操作と風を読み
捕まえる力が勝敗を左右します。
　全国から 15 の大学熱気球チームが集
い、熱い戦いが繰り広げられます。期間中
は、熱気球が市内を飛びますが、ご理解と
ご協力をお願いします。
　また、競技以外にも、「子ども熱気球教室」
や「バルーングロー（夜間係留）」のイベ
ントなどもあります。

加西市の上空で「全日本学生選手権」に向けて練習する熱気球チーム

バーナーやゴンドラに触れて熱気球の
構造を学びます

　熱気球を間近に見ながら、構造や浮き上がる仕組みを学びます。
■日時／ 3 月 12 日（土）15:00 ～ 17:00　　　
■場所／玉丘史跡公園　※雨天時はオークタウン加西
■対象／小学生以下の子ども　　■参加費／無料　　■定員／当日先着 200 人
※体験フライトはありません。

加西の空で「熱気球全日本学生選手権」 問合先／文化・観光・スポーツ課☎42-8773
　　　　℻42-8745  bunka@city.kasai.lg.jp

■日時／ 3 月 11 日（金）～ 13 日（日）6:30 ～ 9:00 頃　　
■場所／加西市上空　　■主催／全日本学生選手権 2016 実行委員会
■その他
・国土交通省航空局に届け出をし、安全な場所に離陸・着陸します。風向き等の気象条件により飛行ルートは未定です。
・安全飛行をサポートするため、地上ではチェイスカーと呼ばれる追跡車が熱気球と並走しています。
・運転中の観戦は大変危険です。交通ルールを守り、安全な観戦をお願いします。また、路上駐車や農道への侵入等、交
通の妨げや地域の方の迷惑にならないよう注意してください。

■子ども熱気球教室

■バルーングロー（夜間係留）
　暗闇にバーナーの炎で照らされた熱気球の
幻想的な世界をお楽しみください。

■日時／ 3 月 12 日（土）18:00 ～ 19:30
■場所／玉丘史跡公園
※同公園の駐車場が満車の場合は、健康福祉
会館の駐車場に駐車してください。
■入場料／無料

昨年 4 月に玉丘史跡公園で行われた「バルーングロー」


